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大
庭
　
照
子

名古屋のトップダンサーが枠越え共演

千種文化小劇場で歌う大庭

推
奨
公
演

プ
シ
ョ
ン
、
神
秘
的
な
王
子

と
白
鳥
と
の
出
会
い
、
ロ
ッ

ト
バ
ル
ト
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
、
黒
鳥
オ
デ
ィ
ー
ル
の
グ

ラ
ン
フ
ェ
ッ
テ
、
そ
し
て
深

い
悲
し
み
に
包
ま
れ
る
ラ
ス

ト
シ
ー
ン
。「
名
作
中
の
名

作
を
、
目
と
心
で
存
分
に
楽

し
ん
で
ほ
し
い
」
と
来
場
を

呼
び
掛
け
る
篠
原
だ
。

　

指
定
席
S
８
０
０
０
円
、

Ａ
７
０
０
０
円
、自
由
席

（
４
階
）６
０
０
０
円
（
当
日

は
各
５
０
０
円
増
し
）。℡

０
５
２
（
９
３
３
）５
３
６

０
。

い
。
完
成
さ
れ
た
〝
白
鳥
〟

を
見
る
こ
と
な
く
世
を
去
っ

た
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
へ
の

オ
マ
ー
ジ
ュ
で
も
あ
る
」
と

思
い
を
込
め
る
。

　

篠
原
が
最
も
重
要
視
す
る

の
が
精
神
性
。「
オ
デ
ッ
ト

と
オ
デ
ィ
ー
ル
、
そ
し
て
王

子
の
場
面
ご
と
の
心
理
描

写
、
彼
ら
の
人
生
さ
え
も
描

き
上
げ
た
い
。
メ
ー
ン
キ
ャ

ス
ト
に
は
、
演
じ
る
こ
と
の

重
要
性
を
理
解
し
て
ほ
し

い
」
と
高
い
レ
ベ
ル
の
バ
レ

エ
を
要
求
す
る
。

　

華
や
か
な
王
宮
で
の
レ
セ

早
矢
仕
友
香
（
松
岡
伶
子
バ

レ
エ
団
）、
王
子
に
ワ
デ
ィ

ム
・
ソ
ロ
マ
ハ
（
越
智
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
レ
エ
）。

　

ソ
リ
ス
ト
陣
は
ロ
ッ
ト
バ

ル
ト
に
梶
田
眞
嗣
、
道
化
に

市
橋
万
樹
、
岩
瀬
麻
由
、
西

田
悠
乃
、
碓
氷
悠
太
、
岩
越

梨
紗
、
山
下
実
可
、
越
智
友

則
、
牧
村
直
紀
と
超
豪
華
。

　

そ
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
キ
ャ

ス
ト
を
預
か
る
篠
原
は

「
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
音

楽
に
寄
り
添
い
、
そ
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー

ジ
を
振
付
に
反
映
さ
せ
た

が
あ
り
、「
パ
リ
祭
」の
開
催

に
も
尽
力
し
た
伝
説
の
人
。

　
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
た
加
藤
ハ
ツ
さ
ん

（
２
０
１
４
年
逝
去
）に
、敬

（
１
７
５
１
）
１
１
５
８
。

　

名
古
屋
二
期
会
室
内
オ
ペ

ラ
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ

ル
」
３
月
12
日
（
午
後
２

時
、
６
時
）
13
日
（
午
後
１

時
、５
時
）
西
文
化
小
劇
場
。

全
３
幕
、
日
本
語
上
演
。
音

楽
監
督
は
小
島
岳
志
、
演
出

は
右
来
左
往
。
主
演
は
（
ダ

ブ
ル
キ
ャ
ス
ト
）
ヘ
ン
ゼ
ル

に
守
屋
貴
美
子
・
真
野
一

枝
、
グ
レ
ー
テ
ル
に
稲
向
裕

子
・
田
中
茜
。
地
元
の
児
童

生
徒
が
コ
ー
ラ
ス
で
参
加
す

る
。
全
自
由
席
３
５
０
０

円
。
℡
０
５
２
（
３
８
０
）

５
４
１
６
。

１
３
０
０
円
。
℡
０
５
２

（
９
３
１
）
１
８
１
１
。

　

佐
藤
小
夜
子
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ

「
そ
こ
を
右
に
曲
が
る
と
…

い
や
左
か
も
し
れ
な
い
」

３
月
12
日
（
午
後
２
時
30

分
、
６
時
30
分
）
東
文
化
小

劇
場
。
２
０
１
３
年
の
「
あ

い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
で

好
評
を
博
し
た
佐
藤
の
ヒ
ッ

ト
作
。今
回
は
関
山
三
喜
夫
、

関
口
淳
子
、
榊
原
菜
生
未
ら

を
迎
え
、
さ
ら
に
飛
躍
し
た

ス
テ
ー
ジ
を
展
開
す
る
。
全

自
由
席
３
０
０
０
（
当
日

３
５
０
０
）
円
。
℡
０
９
０

元
気
を
振
り
ま
い
た
歌
手
・

大
庭
照
子
（
熊
本
県
出
身
）

が
、シ
ャ
ン
ソ
ン
都
市
・
名

古
屋
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い

た
。実
は
彼
女
、シ
ャ
ン
ソ
ン

歌
手
と
し
て
も
豊
富
な
実
績

熱
く
語
る
。

　

確
か
に
、張
り
の
あ
る
歌

声
と
正
確
な
音
程
そ
し
て

ス
タ
ミ
ナ
は
驚
異
的
。ク
ラ

シ
ッ
ク
で
培
っ
た
歌
唱
術

は
、人
生
の
喜
怒
哀
楽
に
磨

か
れ
て
、ま
す
ま
す
輝
き
を

増
し
て
い
る
。

　
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
は
自
由
、平

等
、博
愛
で
あ
る
と
ハ
ツ
さ

ん
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
の
思
い
を
し
っ
か
り
引
き

継
い
で
、命
あ
る
限
り
歌
い

続
け
ま
す
」と
言
い
切
る
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
青
山
桂

子
、浜
﨑
久
美
子
ら
エ
ル
ム

の
看
板
シ
ン
ガ
ー
４
人
が
応

援
に
駆
け
付
け
た
。大
庭
は

「
こ
ん
な
に
美
し
く
、歌
唱
力

に
も
優
れ
た
シ
ャ
ン
ソ
ニ

エ
ー
ル
が
い
る
名
古
屋
は
す

ば
ら
し
い
。ま
す
ま
す
フ
ァ

イ
ト
が
沸
い
て
き
ま
し
た
」

と
自
身
を
鼓
舞
し
た
。

愛
を
込
め
て
の

コ
ン
サ
ー
ト
で

し
た
」と
大
庭
。

昨
年
11
月
に
喜

寿
を
迎
え
、12

月
に
は
自
身
の

た
め
の
音
楽
事

務
所
を
開
設
。

「
こ
れ
か
ら
が

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌

手
と
し
て
の
真

骨
頂
で
す
」と

　

童
謡
を
通
し
て
日
本
中
に

　

芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
演
劇

ア
カ
デ
ミ
ー
終
了
公
演
「
月

と
森
の
ソ
ネ
ッ
ト
」
２
月

27
日
（
午
後
７
時
）
28
日

（
午
後
３
時
）
同
セ
ン
タ
ー
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
「
夏
の

夜
の
夢
」
を
ベ
ー
ス
に
し
た

創
作
劇
。
脚
本
、
演
出
は
講

師
の
川
村
ミ
チ
ル
。
受
講

生
37
人
の
ほ
か
、
中
田
裕

子(

俳
優)

、
趙
知
奈
（
ソ

プ
ラ
ノ
）
ら
６
人
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
が
出
演
す
る
。

前
売
り
１
８
０
０
円
、
学
生

楽
団
。
白
鳥
オ
デ
ッ
ト
に
中

谷
友
香
（
川
口
節
子
バ
レ
エ

団
）、
黒
鳥
オ
デ
ィ
ー
ル
に

ル
で「
白
鳥
の
湖
」（
全
４
幕
）

を
上
演
す
る
。

　

演
出
、振
付
は
篠
原
聖
一
、

演
奏
は
稲
垣
宏
樹
指
揮
、
中

部
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

バ
レ
エ
団
が
総
力
を
結
集

し
、２
月
20
日
（
午
後
５
時
）

市
民
会
館
フ
ォ
レ
ス
ト
ホ
ー

　

日
本
バ
レ
エ
協
会
中
部
支

部
が
創
立
50
周
年
を
記
念
。

東
海
地
区
で
活
動
す
る
30
の

惠
、
安
藤
亜
矢
子
、
下
村
芝

布
、
中
條
遥
菜
、
後
藤
田
恭

子
、
大
寺
資
二
、
高
宮
直
秀

ら
。

　

指
定
席
６
５
０
０
円
、自

由
席
４
５
０
０
円
（
当
日
は

各
５
０
０
円
増
し
）。℡
０
５

２
（
７
７
９
）０
７
５
６
。

作
品
で
は
な
く
、
愛
と
芸
術

を
テ
ー
マ
に
描
く
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
。
誰
も
が
無
限
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
た
少
年
少
女

時
代
を
思
い
起
こ
し
て
ほ
し

い
」
と
演
出
プ
ラ
ン
を
練
り

上
げ
る
。

　

出
演
は
ほ
か
に
山
田
眞

奈
、
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
は
水
野

陽
刈
が
演
じ
る
。

　

市
川
は
「
子
供
の
た
め
の

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ「
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
」

２
月
14
日  

市
民
会
館
ビ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル
で

バ
レ
エ
協
会
中
部
支
部「
白
鳥
の
湖
」

２
月
20
日   

市
民
会
館
フ
ォ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル

　

芸
術
監
督
・
市
川
透
の
創

作
バ
レ
エ
を
上
演
す
る
Ｂ
Ａ

Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｔ　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
（
代

表
・
福
田
晴
美
）
が
２
月
14

日
（
午
後
５
時
）
市
民
会
館

ビ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル
で
新
作

「
Ａ　

Ｄ
ｏ
ｇ　

ｏ
ｆ　

Ｆ

ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
～
フ
ラ
ン

ダ
ー
ス
の
犬
」を
上
演
す
る
。

　

１
９
７
５
年
に
テ
レ
ビ
ア

ニ
メ
と
し
て
オ
ン
エ
ア
さ

れ
、
大
反
響
を
巻
き
起
こ
し

た
女
性
作
家
ウ
ィ
ー
ダ
の
名

作
。
市
川
は
荘
厳
な
ル
ー
ベ

ン
ス
の
絵
画
を
背
景
に
、
少

年
ネ
ロ
と
愛
犬
パ
ト
ラ
ッ

シ
ュ
の
薄
幸
の
生
涯
を
大
胆

に
バ
レ
エ
化
し
た
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
。
市
川
は
少
年
ネ

ロ
を
〝
少
女
ネ
ロ
〟
に
置
き

換
え
、
犬
の
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ

に
は
少
年
と
し
て
の
生
命
を

与
え
た
。
ネ
ロ
は
山
下
恵
理

山下　恵理奈

水野　陽刈

山田　眞惠

早矢仕　友香ワディム・ソロマハ中谷　友香

喜寿迎え、益々輝き増す
伝説のシャンソニエール

　

名
鶴
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

｢

発
表
会｣ 

３
月
13
日
（
午

後
５
時
）市
民
会
館
ビ
レ
ッ

ジ
ホ
ー
ル
。ジ
ャ
ズ
、ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
、タ
ッ
プ
、バ
レ
エ
、

声
楽
、ボ
ー
カ
ル
、キ
ッ
ズ

（
３
歳
～
小
学
生
）な
ど
多
彩

な
ク
ラ
ス
か
ら
総
勢
２
７
０

人
が
、日
ご
ろ
の
レ
ッ
ス
ン

の
成
果
を
披
露
す
る
。振
付

は
名
鶴
ひ
と
み
、濱
地
正
浩

(

タ
ッ
プ)

、港
ゆ
か
り（
ジ
ャ

ズ
）、成
花
ま
り
ん
（
元
宝

塚
）ほ
か
。指
定
席
３
５
０
０

円
、自
由
席
２
５
０
０
円
。℡

０
５
２
（
２
５
１
）８
７
９

０
。
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日
本
劇
団
協
議
会

「
女
の
平
和
」

ウリヤーナ・ロパートキナ

つ
ト
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
の
過
酷

な
日
常
と
素
顔
を
紹
介
す
る

　
　
　

＊　
　
　

＊

　
「
ロ
パ
ー
ト
キ
ナ
～
孤
高

の
白
鳥
」試
写
を
見
た
大
寺

果
音
（
大
寺
資
二
バ
レ
エ

ア
カ
デ
ミ
ー
）は
「
初
め
て

彼
女
を
見
ま
し
た
。繊
細
で

ス
ト
イ
ッ
ク
。常
に
次
の
ス

テ
ッ
プ
を
意
識
し
て
い
る
の

が
分
か
り
ま
す
」と
ロ
パ
ー

ト
キ
ナ
を
絶
賛
す
る
。

　
「
大
切
な
こ
と
は
、過
去
の

栄
光
で
は
な
く
、目
の
前
の

観
客
を
感
動
さ
せ
る
た
め
に

万
全
を
尽
く
す
。ダ
ン
ス
に

最
大
限
の
愛
情
を
注
ぐ
―
。

そ
ん
な
彼
女
の
生
き
方
に
も

共
感
を
覚
え
ま
し
た
。ぜ
ひ
、

生
の
舞
台
を
見
て
、時
間
、空

間
を
共
有
し
た
い
で
す
ね
」

と
語
っ
た
。

「
Ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
で
会
う
」

き
下
ろ
し
観
客
を
爆
笑
さ
せ

た
。

　
「
女
の
平
和
」の
主
人
公

リ
ュ
ー
シ
ス
ト
ラ
テ
ー
（
徐

梨
恵
）は
、色
仕
掛
け
で
偽
善

者
の
ラ
ケ
ー
ス
（
松
井
真
）

を
骨
抜
き
に
し
て
観
客
を
爆

笑
さ
せ
た
。

　

ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
の
笑
劇

は
「
パ
ン
チ
＆
ジ
ュ
デ
イ
」

や「
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ
」

で
エ
ロ
ス
の
神
イ
ラ
イ
ザ
が

偽
善
者
ヒ
ギ
ン
ズ
を
ご
つ
ん

と
へ
こ
ま
せ
、粗
忽
者
と
し

て
退
け
た
の
と
同
じ
だ
。

　
「
女
の
平
和
」の
大
団
円

は
、画
家
オ
ー
ブ
リ
ー
・
ビ

ア
ズ
リ
ー
の
「
Ｌ
ｙ
ｓ
ｉ
ｓ

ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ａ
（
リ
ュ
ー
シ
ス

ト
ラ
テ
ー
）」さ
な
が
ら
。使

者
や
大
使
が
巨
大
な
ペ
ニ
ス

の
張
り
ぼ
て
を
掲
げ
舞
台
を

縦
横
無
尽
に
乱
舞
し
た
。

　

鹿
目
は
「
女
の
平
和
」の

演
出
で
、井
上
ひ
さ
し
の
浅

草
ス
ト
リ
ッ
プ
劇
場
か
ら
一

足
飛
び
。ギ
リ
シ
ア
の
ア
リ

ス
ト
パ
ネ
ス
に
遡
り
神
話
を

覚
醒
さ
せ「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー

ズ
」の
ク
ロ
ー
ン
が
席
捲
す

る
現
代
を
一
蹴
。紳
士
気
取

り
の
偽
善
者
の
仮
面
を
引
き

剝
が
し
、観
客
を
抱
腹
絶
倒

さ
せ
た
。　
　
（
清
水
義
和
）

　

日
本
劇
団
協
議
会
が
ア
リ

ス
ト
パ
ネ
ス
作
の
フ
ァ
ル

ス
（
笑
劇
）「
女
の
平
和
」（
演

出
・
鹿
目
由
紀
）を
公
演
し

た
（
12
月
24
―
27
日
・
愛
知

県
芸
術
劇
場
小
ホ
ー
ル
）。

　

か
つ
て
劇
作
家
の
福
田

恆
存
（
つ
ね
あ
り
）は
「
明

治
以
来
、封
建
的
な
観
客
が

フ
ァ
ル
ス
を
観
て
笑
う
の
に

百
年
以
上
か
か
る
」と
嘆
息
。

　

17
世
紀
の
劇
作
家
モ
リ

エ
ー
ル
は
、コ
メ
デ
ィ
ア
・

デ
ラ
ル
テ
（
仮
面
喜
劇
）を

学
び
、何
年
か
後
に
「
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
・
ダ
ン
ダ
ン
」を
書

「女の平和」のワンシーン

「
キ
ミ
の
た
め
に
散
る
」

日
米
の
暗
黒
時
代
を
象
徴
的
に
描
出

「
舞
」で
観
衆
う
な
ら
せ
た
林
み
ど
り

ギリシャ神話覚醒させた鹿目演出

　

物
語
は
開
戦
直
前
の
１
９

４
０
年
と
、終
戦
か
ら
四
半

世
紀
が
経
過
し
た
70
年
の
二

重
構
造
で
進
展
す
る
。不
条

理
な
米
国
の
人
種
差
別
、あ

ま
り
に
無
謀
だ
っ
た
日
本
軍

の
作
戦
。多
く
の
人
々
が
犠

牲
に
な
っ
た
暗
黒
の
時
代
を

象
徴
的
に
描
出
す
る
。

　

わ
ず
か
17
人
の
出
演
者

で
、要
領
よ
く
ド
ラ
マ
を
ま

と
め
た
の
は
、小
澤
の
百
戦

錬
磨
の
手
際
で
あ
る
。振
付

の
小
田
真
砂
世
は
、わ
ず
か

な
ダ
ン
ス
シ
ー
ン
で
端
的

に
〝
時
代
〟を
表
現
し
た
。

「
音
楽
は
世
界
共
通
。ど
ん
な

状
況
で
も
心
が
つ
な
が
る
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
心
に
残
っ

た
。

　

緊
迫
し
た
世
界
情
勢
を
反

映
し
て
か
、こ
の
と
こ
ろ
戦

争
を
テ
ー
マ
に
し
た
舞
台
作

品
が
多
い
。メ
ニ
コ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
ア
シ
ス
ト
が
制
作
、上

演
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
キ

ミ
の
た
め
に
散
る
」（
12
月

３
、４
日
・
芸
術
創
造
セ
ン

タ
ー
）も
そ
う
だ
。

　

第
２
次
大
戦
下
の
米
国
。

日
本
人
留
学
生
タ
ケ
シ
と
、

米
人
女
性
ス
ー
ザ
ン
と
の
純

愛
を
描
い
た
メ
ロ
ド
ラ
マ
。

あ
お
い
英
斗
の
原
作
を
山
岸

千
代
栄
が
戯
曲
化
、俳
優
で

も
あ
る
小
澤
寛
が
演
出
し

た
。主
演
は
劇
団
四
季
で
活

躍
し
た
西
野
誠
が
務
め
た
。

サ
ー
個
々
が
、
今
後
追
求
す

べ
き
課
題
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
全
幕
２
作
の

続
公
演
を
行
っ
た
主
宰
者
の

決
断
と
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ

た
生
徒
た
ち
に
敬
意
を
表
し

た
い
。
ぜ
ひ
名
古
屋
で
も
公

演
し
て
ほ
し
い
。

見
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

し
か
し
２
幕
の
コ
ー
ル
ド

は
評
価
の
域
に
達
し
て
い
な

い
。
動
作
が
揃
う
、
揃
わ
な

い
の
問
題
で
は
な
く
、（
こ

の
世
の
者
で
は
な
い
）
ウ
ィ

リ
を
体
現
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
―
。
ダ
ン

芸
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。
こ

の
日
は
歌
舞
伎
の
所
作
と
書

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
組
み

合
わ
せ
た
「
舞
」
を
披
露
。

百
数
十
人
の
観
衆
を
う
な
ら

せ
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
感
心
す

る
の
が
御
大
・
野
々
村
の

強
じ
ん
な
身
体
能
力
と
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
ー
。
現
代
舞

踊
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

２
０
１
６
年
も
一
層
の
活
躍

を
期
待
し
た
い
。

神
谷
バ
レ
エ

若
い
力
を
結
集
、精
いっ
ぱ
い
の
演
技

は
技
術
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

な
り
の
キ
ャ
リ
ア
が
要
求
さ

れ
る
。

　

果
た
し
て
神
谷
バ
レ
エ

は
、若
い
パ
ワ
ー
を
結
集
し
、

現
在
の
彼
ら
な
り
に
で
き
る

精
い
っ
ぱ
い
の
「
ジ
ゼ
ル
」

を
上
演
し
た
。

　

ジ
ゼ
ル
の
杉
山
桃
子
と
ア

ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
宮
尾
俊
太
郎

は
、
と
も
に
日
本
人
離
れ
し

た
容
姿
、
体
型
の
持
ち
主
で

ユ
ニ
ゾ
ン
も
ぴ
っ
た
り
。
１

幕
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
ま
る

で
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
絵
画
を

　

初
日
は
「
く
る
み
割
り
人

形
」、２
日
目
は
「
ジ
ゼ
ル
」。

豊
田
市
の
神
谷
久
実
子
バ
レ

エ
ス
ク
ー
ル
が
２
日
連
続
で

別
作
品
の
全
幕
公
演
を
行
っ

た
（
12
月
12
、
13
日
・
豊
田

市
民
文
化
会
館
）。
私
が
観

賞
で
き
た
の
は
２
日
目
。

　
「
ジ
ゼ
ル
」は「
白
鳥
の
湖
」

と
人
気
を
二
分
す
る
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
代
表
作
。

演
劇
的
要
素
の
強
い
作
品
だ

け
に
、
メ
ー
ン
キ
ャ
ス
ト
に

上
に
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
だ
っ

た
一
ノ
瀬
大
悟
。

　

極
め
付
け
は
元
娘
歌
舞
伎

の
林
み
ど
り
。
歌
舞
伎
は
も

ち
ろ
ん
、
詩
吟
、
常
磐
津
三

味
線
の
名
手
で
も
あ
り
、
書

や
似
顔
絵
の
特
技
も
あ
る
和

想
と
行
動
力
で
異
彩
を
放
っ

た
。
そ
の
血
を
受
け
継
ぐ
舞

比
に
、
会
派
の
大
き
な
期
待

が
掛
か
る
。

　

舞
比
は
友
紀
子
家
元
の
長

女
で
、
家
元
後
継
者
と
し
て

自
他
と
も
に
認
め
る
存
在
。

先
代
（
豊
美
）
は
自
由
な
発

　

現
代
舞
踊
の
野
々
村
明
子

と
、
照
明
家
・
御
原
祥
子
が

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
「
Ｄ
ａ

ｎ
ｃ
ｅ
で
会
う
」（
12
月
26

日
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
矢
田
）。

２
度
目
と
な
る
今
回
は
ダ
ン

サ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
ら

22
人
が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ

が
自
由
奔
放
な
発
想
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し

た
。

　

い
ず
れ
も
個
性
的
な
面
々

だ
が
、
演
者
と
観
客
が
一
体

化
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、

さ
ら
に
個
性
が
際
立
つ
。
日

舞
の
よ
う
な
所
作
で
コ
ミ
カ

ル
な
ダ
ン
ス
を
見
せ
た
安
藤

鮎
子
。
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
演

奏
す
る
姿
が
、
ダ
ン
サ
ー
以

林
み
ど
り
「
舞
」（
撮
影
・
筒
井
淳
一
）

稲
垣
舞
比
「
操
り
三
番
叟
」

の
ま
ま
に
動
く
操
り
人
形
。

バ
レ
エ
の
フ
ェ
ッ
テ
の
よ
う

な
回
転
技
も
あ
り
、
見
る
側

に
は
面
白
い
が
、
演
じ
る
の

は
大
変
だ
。

　

通
常
の
日
舞
と
違
い
、
ス

ピ
ー
ド
と
身
の
軽
さ
が
必
要

で
、
体
力
と
技
術
の
両
方
が

要
求
さ
れ
る
。
人
形
遣
い
と

の
息
を
合
わ
せ
る
必
要
も
あ

り
、
こ
の
役
を
可
不
足
な
く

演
じ
ら
れ
る
舞
踊
家
は
極
め

て
少
数
だ
。

公
演
を
催
し
た
。

　

４
部
構
成
、
全
52
曲
の
長

丁
場
だ
っ
た
が
、
ハ
イ
ラ
イ

ト
は
古
典
を
集
め
た
第
４

部
。
な
か
で
も
大
詰
め
に
稲

垣
舞
比
が
踊
っ
た
「
操
り
三

番
叟
」は
見
応
え
が
あ
っ
た
。

　

い
わ
ゆ
る
人
形
振
り
を
見

せ
る
コ
ミ
カ
ル
な
作
品
で
、

舞
比
が
演
じ
た
の
は
、
人
形

遣
い
（
花
柳
貴
人
生
）
の
意

日
舞
・
稲
垣
流

見
応
え
あ
っ
た
舞
比
の「
操
り
三
番
叟
」

　

日
本
舞
踊
稲
垣
流
（
稲
垣

友
紀
子
家
元
）が
12
月
27
日
、

名
古
屋
最
大
（
３
０
０
０

席
）
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー

ル
で
、
先
代
家
元
稲
垣
豊
美

７
回
忌
追
善
・
第
65
回
記
念

特
選
映
画

「
ロ
パ
ー
ト
キ
ナ

～
孤
高
の
白
鳥
」

　

バ
レ
エ
界
の
最
高
峰
、

ロ
シ
ア
国
立
マ
イ
リ
ン
ス

キ
ー
・
バ
レ
エ
。そ
の
ト
ッ
プ

ダ
ン
サ
ー
、ウ
リ
ヤ
ー
ナ
・
ロ

パ
ー
ト
キ
ナ
（
１
９
７
３
年

生
ま
れ
）を
描
い
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
ロ
パ
ー

ト
キ
ナ
～
孤
高
の
白
鳥
」が
、

２
月
６
日
か
ら
名
演
小
劇
場

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
「
バ
レ
エ
に
生
き
る
」「
至

高
の
エ
ト
ワ
ー
ル
」の
マ

レ
ー
ネ
・
イ
ヨ
ネ
ス
コ
監
督

の
新
作
。ロ
パ
ー
ト
キ
ナ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に

「
愛
の
伝
説
」「
瀕
死
の
白
鳥
」

ほ
か
最
新
の
舞
台
映
像
を
満

載
し
た
バ
レ
エ
フ
ァ
ン
必
見

の
作
品
だ
。

　

93
分
の
上
映
時
間
中
、最

も
多
く
を
占
め
て
い
る
の

が
ユ
ー
リ
ー
・
グ
リ
ゴ
ロ
ー

ヴ
ィ
ッ
チ
振
付
の
「
愛
の
伝

説
」(

１
９
６
１
年
初
演)

。ロ

パ
ー
ト
キ
ナ
が
「
最
も
愛
す

る
役
」と
す
る
近
代
バ
レ
エ

で
あ
る
。

　

カ
メ
ラ
は
マ
イ
リ
ン
ス

キ
ー
の
稽
古
場
に
入
り
込

み
、一
切
の
妥
協
を
許
さ
ぬ

ス
ト
イ
ッ
ク
な
練
習
風
景
を

紹
介
。そ
の
周
囲
の
人
々
の

声
を
集
約
し
、最
高
峰
に
立

最
高
峰
ダ
ン
サ
ー
の
ス
ト
イ
ッ
ク
な

練
習
風
景
や
最
新
の
ス
テ
ー
ジ
も

　

大
寺
果
音
が
３
月
30
日

（
午
後
零
時
30
分
）東
区
の
葵

モ
ノ
リ
ス
で
ラ
ン
チ
コ
ン

サ
ー
ト
「
果
音
・
第
一
楽
章
」

を
開
く
。歌
と
ダ
ン
ス
（
振

付
・
大
寺
資
二
）の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ス
テ
ー
ジ
。

ラ
ン
チ
（
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク

付
き
）５
０
０
０
円
。℡
０
３

（
６
７
２
１
）１
２
７
５
。

大
寺
果
音
コ
ン
サ
ー
ト

ナゴヤ劇場ジャーナル® （2）



手
塚
　
淑
子

戸
田
美
江
子

中
川
　
幸
作

仲
条
　
優
理

夏
目
　
久
子

名
鶴
ひ
と
み

西
川
　
長
秀

野
々
山
保
治

野
村
　
祐
子

服
部
　
節
子

服
部
は
る
江

林
　
　
雅
仁

渕
本
晴
都
子

松
下
　
奈
央

松
本
　
道
子

見
波
　
紀
子

み
や
ち
と
も
こ

宮
西
　
圭
子

山
口
　
雅
子

吉
見
　
鹿
子

よ
し
み
ゆ
う
こ

渡
部
　
千
枝

ほ
か
43
名

岡
崎
　
保
彦

小
倉
ひ
ろ
こ

越 

智 

　
實

小
野
由
加
利

加
藤
　
静
子

金
澤
　
志
保

か
に
え
あ
き
の
り

蟹
江
　
尾
八

小
池
　
真
琴

小
島
　
俊
男

榊
原
菜
生
未

佐
藤
美
智
子

澤
脇
　
達
晴

島
田
　
倫
子

白
樺
　
八
靑

瑞
鳳
　
澄
依

鈴
木
　
文
雄

角
田
真
優
美

髙
橋
　
　
肇

武
市
　
孝
三

竹
元
ま
き
子

玉
田
　
弘
子

つ
つ
み
あ
つ
き
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私
た
ち
は「
ナ
ゴ
ヤ
劇
場
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」を
応
援
し
ま
す

　
「
ナ
ゴ
ヤ
劇
場
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」で
は
発
行
を
ご
支
援
い

た
だ
け
る
サ
ポ
ー
ト
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。会
費
は

年
間
６
４
８
０
円
（
税
込

み
）。会
員
に
は
小
紙
を
毎
号

お
届
け
す
る
ほ
か
、紙
面
に

お
名
前
を
掲
載
（
希
望
者
の

み
）。会
員
の
関
係
す
る
公

演
、イ
ベ
ン
ト
情
報
を
優
先

的
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い

合
わ
せ
は
㈱
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
・
プ
ロ
℡
０
５
２

（
７
３
５
）３
１
５
１
。

　

郵
便
振
替
口
座
０
０
８
８

０—

６—

２
０
６
１
３
０
。

青
山
　
忠
生

秋
田
巳
喜
子

阿
久
津
紀
子

浅
井
　
道
雄

荒
川
　
洋
子

出
田
　
光
代

伊
藤
　
　
敬

稲
垣
　
舞
比

井
上
　
初
子

斎
　
　
干
龍

内
田
寿
千
代

内
田
　
寿
典

内
田
　
寿
晴

内
田
　
寿
哉

内
田
る
り
翠

内
田
る
り
千
鶴

内
田
る
り
登

内
田
る
り
美

内
田
る
り
美
知

大
島
　
明
子

大
寺
　
資
二

岡
田
　
一
男

岡
田
　
純
奈

古本屋で掘り当てた貴重な一冊

　

ブ
ッ
ク
・
オ
フ
で
掘
り
出

し
物
の
古
本
を
探
す
の
が
楽

し
み
の
一
つ
。最
近
の
収
穫

は「
嬉
遊
曲
、鳴
り
や
ま
ず—

斎
藤
秀
雄
の
生
涯
」（
中
丸
美

繪
著
、新
潮
文
庫
）だ
。

　

世
界
的
な
チ
ェ
リ
ス
ト
で

指
揮
者
、そ
れ
に
多
く
の
優

秀
な
音
楽
家
を
育
て
た
教
育

者
と
し
て
、音
楽
関
係
者
な

ら
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
有

名
人
だ
が
、そ
の
生
い
立
ち

や
教
育
方
法
ま
で
は

知
ら
な
い
人
が
多
い

と
思
う
。私
も
そ
う

だ
っ
た
。

　

１
９
０
２（
明
治

35
）年
に
東
京
で
生
ま

れ
、74（
昭
和
49
）年
に

死
去
。宮
沢
賢
治
の

「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー

シ
ュ
」に
登
場
す
る
楽

長
は
彼
が
モ
デ
ル

だ
っ
た
と
著
者
は
言

う
。

　

そ
の
名
を
冠
し
た

「
サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ

ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」を
立

ち
上
げ
た
小
澤
征
爾
ら
、彼

の
弟
子
な
ど
１
３
０
人
も
の

関
係
者
か
ら
取
材
し
、詳
細

に
生
涯
を
描
い
て
い
る
。当

時
の
音
楽
事
情
を
知
る
上
で

も
貴
重
な
一
冊
。

　

頑
固
で
厳
し
く
、弟
子
を
恐

怖
に
陥
れ
る
こ
と
も
少
な
く

な
か
っ
た
斎
藤
。そ
れ
だ
け
音

楽
教
育
に
情
熱
を
燃
や
し
た

わ
け
だ
。時
代
は
変
わ
っ
た
が
、

今
は
生
徒
に
恐
れ
ら
れ
る
ほ

ど
厳
し
い
指
導
者
が
ど
れ
ほ

ど
い
る
だ
ろ
う
か
。（
上
原
宏
）

　

軽
や
か
で
エ
ス
プ
リ
に
富

む
構
成
、粋
で
ビ
ビ
ッ
ド
な

展
開
、ア
イ
デ
ア
満
載
の
ダ

ン
ス
…
。鬼
才
・
深
川
秀
夫

が
演
出
・
振
り
付
け
し
た
テ

ア
ト
ル
・
ド
・
バ
レ
エ
カ
ン

パ
ニ
ー
の
「
コ
ッ
ペ
リ
ア
」

（
12
月
17
日
・
愛
知
県
芸
術

劇
場
大
ホ
ー
ル
）は
、お
も

ち
ゃ
箱
を
の
ぞ
き
込
ん
だ
よ

う
な
楽
し
さ
だ
っ
た
。

　

自
作
の
美
し
い
人
形
に
恋

し
た
老
博
士
コ
ッ
ペ
リ
ウ
ス

と
、お
気
楽
な
若
い
恋
人
た

ち
ス
ワ
ニ
ル
ダ
＆
フ
ラ
ン
ツ

が
繰
り
広
げ
る
陽
気
で
少
し

切
な
い
物
語
。深
川
の
才
気

と
遊
び
心
が
ド
リ
ー
ブ
の
美

し
い
音
楽
と
溶
け
合
い
、演

劇
性
も
弾
む
。ダ
ン
サ
ー
た

ち
を
輝
か
さ
ず
に
は
お
か
な

T
B
C

い
〝
深
川
魔
術
〟が
随
所
で

見
ら
れ
て
面
白
い
。

　

コ
ッ
ペ
リ
ウ
ス
役
で
特
別

出
演
の
深
川
は
60
代
後
半
の

は
ず
だ
が
、立
ち
居
振
る
舞

い
の
何
と
若
々
し
く
俊
敏
な

こ
と
か
。回
転
は
速
く
、マ
イ

ム
は
優
美
。畑
戸
利
江
子
の

ス
ワ
ニ
ル
ダ
や
西
岡
憲
吾
の

フ
ラ
ン
ツ
と
の
踊
り
に
は

ユ
ー
モ
ア
も
あ
る
。フ
ラ
ン

ス
風
の
お
洒
落
な
老
博
士
を

演
じ
た
ロ
ー
ラ
ン
・
プ
テ
ィ

に
魅
了
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
が
、勝
る
と
も
劣
ら
な
い

コ
ッ
ペ
リ
ウ
ス
で
あ
る
。

　

畑
戸
は
恋
す
る
乙
女
の
お

転
婆
ぶ
り
と
華
や
ぎ
を
愛
ら

し
く
、力
強
く
踊
り
、人
形

振
り
も
コ
ケ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
。

中
村
真
子
、植
杉
有
稀
、永

田
瑞
穂
、高
木
美
智
子
ら
友

人
役
の
女
性
ダ
ン
サ
ー
８

人
も
皆
、個
性
と
協
調
の
さ

音
と
息
が
醸
し
出
す
生
と
死
の
狭
間

妄
想
会
議

度
肝
抜
か
れ
た
吉
田
早
千
穂
の
声
量

メ
モ
リ
ア
ル

撮
影
・
岡
村
昌
夫
（
テ
ス
大
阪
）

上
半
身
を
大
き
く
揺
ら
し
て

演
奏
す
る
。
ま
る
で
モ
ダ
ン

ダ
ン
ス
を
見
て
い
る
よ
う
な

気
分
に
な
っ
た
。

　

私
に
は
、
難
解
な
現
代
音

楽
を
評
論
す
る
能
力
は
な
い

が
、
こ
の
よ
う
な
演
奏
に
立

ち
会
え
た
の
が
う
れ
し
い
。

新
曲
、
異
色
作
に
挑
戦
す
る

名
フ
ィ
ル
の
定
演
は
素
晴
ら

し
い
。

　

当
日
は
ほ
か
に
ホ
ル
ス
ト

（
英
国
）
の
「
日
本
組
曲
」

と「
惑
星
」が
、マ
ー
テ
ィ
ン
・

ブ
ラ
ビ
ン
ス
の
指
揮
で
演
奏

さ
れ
た
。｢

惑
星｣

を
目
当

て
に
出
掛
け
た
の
だ
が
、「
フ

ル
ー
ト
協
奏
曲
」
に
驚
か
さ

れ
、「
日
本
組
曲
」
の
美
し

い
旋
律
に
癒
さ
れ
た
。

　
「
日
本
―
」
は
10
分
ほ
ど

の
小
品
だ
が
、終
盤
に
は「
戦

後
日
本
の
急
激
な
発
展
と
あ

せ
り
」
を
感
じ
さ
せ
る
旋
律

が
あ
っ
た
。音
楽
の
面
白
さ
、

作
曲
家
の
偉
大
さ
を
再
認
識

し
た
演
奏
会
だ
っ
た
。

裕
樹
さ
ん
も
声
楽
家
で
「
吉

田
姉
弟
」と
し
て
活
躍
中
と

の
こ
と
。

　

最
後
に「
か
ら
た
ち
の
花
」

な
ど
日
本
歌
曲
を
歌
っ
た
池

田
京
子
の
ソ
プ
ラ
ノ
に
も

う
っ
と
り
。音
程
の
確
か
さ
、

明
瞭
な
歌
詞
。ま
さ
に
秀
才

に
ふ
さ
わ
し
い
名
唱
だ
っ
た
。

の
女
性
ソ
リ
ス
ト
で
こ
れ
ほ

ど
の
声
量
は
珍
し
い
。

　

む
ろ
ん
声
量
だ
け
で
は
な

い
。可
憐
な
ミ
ミ
の
性
格
描

写
も
的
確
で
、彼
女
自
身
も

実
に
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
だ
。プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
る
と
弟
・

し
、２
０
１
３
年
12
月
に
亡

く
な
っ
た
水
野
俊
彦
さ
ん
の

教
え
子
た
ち
が
「
メ
モ
リ
ア

ル
コ
ン
サ
ー
ト
」（
12
月
５

日
・
電
気
文
化
会
館
）を
開

い
た
。

　

声
楽
家
の
池
田
京
子
、三

輪
典
代
、中
杉
知
子
、吉
田
早

千
穂
の
４
人
で
、い
ず
れ
も

明
和
か
ら
東
京
藝
大
に
進
学

し
た
秀
才
た
ち
だ
。

　

な
か
で
も
度
胆
を
抜
か

れ
た
の
が
「
私
の
名
は
ミ

ミ
」ほ
か
を
歌
っ
た
吉
田
だ
。

ホ
ー
ル
内
に
響
き
渡
る
パ
ワ

フ
ル
な
ソ
プ
ラ
ノ
。日
本
人

　

愛
知
県
立
明
和
高
校
の
音

楽
教
師
と
し
て
長
年
勤
続

吉
田
早
千
穂

じ
加
減
が
上
々
だ
。多
彩
な

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
使

し
た
群
舞
の
数
々
も
見
事
に

揃
い
、息
を
の
む
ほ
ど
の
美

し
さ
だ
っ
た
。

（
桐
）

　

２
本
の
サ
ク
ソ
ホ
ン
と
朗

読
、そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
ワ
ー

ク
（
音
響
、照
明
）の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る

「
妄
想
会
議
コ
ン
サ
ー
ト
」。

そ
の
第
５
回
公
演
「
音
即
是

空
」が
行
わ
れ
た
（
12
月
25
、

26
日
・
千
種
文
化
小
劇
場
）。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
生
と

死
を
見
す
え
て
」。宮
澤
賢
治

の
「
よ
だ
か
の

星
」「
星
め
ぐ
り

の
歌
」そ
し
て

「
般
若
心
経
」と

い
っ
た
テ
キ
ス

ト
を
妄
想
会
議

流
に
ア
レ
ン

ジ
。趣
向
を
凝

ら
し
た
演
出
で

観
客
の
視
覚
、

聴
覚
に
訴
え
掛

け
た
。

　

前
回
の
七
ツ

寺
公
演
を
見

て
、そ
の
特
異

性
に
魅
了
さ
れ

　
「
バ
ス
・
フ
ル
ー
ト
」
を

ご
存
知
だ
ろ
う
か
？　

私

は
名
フ
ィ
ル
の
定
期
演
奏

会
（
12
月
11
、
12
日
・
芸
術

劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
）

で
、
初
め
て
見
た
。
そ
れ
は

路
上
に
立
つ
交
通
標
識
の
よ

う
だ
っ
た
。

　

曲
は
藤
倉
大
作
曲
の
「
フ

ル
ー
ト
協
奏
曲
」（
世
界
初

演
）。
演
奏
者
は
現
代
音
楽

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
ク
レ

ア
・
チ
ェ
イ
ス
（
米
国
）。

長
身
で
ス
リ
ム
な
彼
女
が
、

読
の
「
音
と
息
」の
対
比
が

得
も
言
わ
れ
ぬ
安
堵
感
を
生

み
出
し
、ま
る
で
生
き
も
の

の
よ
う
に
変
化
す
る
照
明
が

非
日
常
空
間
を
表
出
し
た
。

そ
れ
は
ま
さ
に
「
生
と
死
」

に
触
れ
た
ひ
と
時
だ
っ
た
。

（
茂
）

た
が
、会
場
が
大
き
く
な
っ

た
分
だ
け
、立
ち
こ
め
る
情

感
の
密
度
が
希
薄
に
な
っ

た
。空
間
を
埋
め
よ
う
と
す

る
作
為
（
小
道
具
な
ど
）が
、

か
え
っ
て
空
間
の
広
さ
を
強

調
し
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
サ
ク
ソ
ホ
ン
と
朗

ご
存
知
で
す
か
？ 

バス・フ
ル
ー
ト

名
フ
ィ
ル
定
演

クレア・チェイス

「音即是空」（撮影・4winks）

「コッペリア」の深川秀夫と畑戸利江子

軽やかで粋、息づくエスプリ

ＭＡＣ出演者オーディション
　ショーアップされたミュージカル
の上演で定評のメリー・アーティス
ツ・カンパニー（ＭＡＣ）が、新作

「サラ～麗しの人生」（11 月 26、27
日・芸術創造センター）の出演者オー
ディションを行う。
　実施は 3 月 17 日と 27 日（いずれ
も午後 6 時 30 分から）芸術創造セ
ンターリハーサル室。応募できるの
は 18 歳以上で演技、歌唱、ダンス
の経験者。締め切りは 3 月 10 日。
応募用紙の請求、問い合わせは℡
080（3666）0555。

ナゴヤ劇場ジャーナル®（3）
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堀　

夏
紀

伝
統
的
な
演
奏
ス
タ
イ
ル
に
共
感

上原宏の
☆音楽☆
聴き歩き

　

今
年
初
め
て
聴
い
た
演
奏

は
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
の
室

内
楽
シ
リ
ー
ズ
、
ピ
ア
ノ

堀
夏
紀
と
の
共
演
（
１
月
６

と
海
外
で
長
く
学
ん
だ
。
私

は
初
め
て
聴
い
た
が
、
正
統

的
で
安
定
し
た
演
奏
ス
タ
イ

ル
に
好
感
が
持
て
た
。
前
半

は
ソ
ロ
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

「
ソ
ナ
タ
第
14
番
・
月
光
」

と
シ
ュ
ー
マ
ン
「
ア
ラ
ベ
ス

ク
」、
後
半
は
同
「
ピ
ア
ノ

五
重
奏
曲
」
で
バ
イ
オ
リ
ン

寺
田
史
人
、
神
野
玲
子
、
ビ

オ
ラ
依
田
郁
子
、
チ
ェ
ロ
石

橋
隆
弘
と
組
ん
だ
。

　

全
体
的
に
ゆ
っ
た
り
と
し

た
テ
ン
ポ
で
聴
き
や
す
か
っ

た
。
ロ
マ
ン
派
室
内
楽
の
中

で
も
屈
指
の
名
曲
、
シ
ュ
ー

マ
ン
の
ピ
ア
ノ
五
重
奏
は
、

楽
章
が
進
む
に
つ
れ
て
情
感

が
高
ま
り
、
５
人
の
熱
気
が

あ
ふ
れ
た
。

　

若
手
に
は
無
理
な
注
文
だ

が
、
も
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

総
合
1
位・知
事
賞
に
細
江
裕
樹
さ
ん

が
近
い
か
ら
か
、バ
ッ
ハ「
無

伴
奏
チ
ェ
ロ
ソ
ナ
タ
第
３

番
」を
バ
リ
ト
ン
で
聴
か
せ

た
。こ
れ
は
難
度
が
か
な
り

高
い
と
思
わ
れ
る
が
、巧
み

に
こ
な
し
無
事
、着
地
し
た
。

　

最
近
で
は
若
い
女
性
サ
ク

ソ
フ
ォ
ン
奏
者
も
出
て
き
た

が
、三
日
月
の
よ
う
な
ベ
テ

ラ
ン
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
い

て
い
る
人
は
珍
し
い
。希
少

な
存
在
だ
と
言
え
る
。

　

今
後
も
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
に
こ
だ
わ
る

こ
と
な
く
、幅
広
い
作
品
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
は
、ク
ラ

シ
ッ
ク
よ
り
ジ
ャ
ズ
の
楽
器

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

三
日
月
孝
の
リ
サ
イ
タ
ル

（
12
月
９
日
・
電
気
文
化
会

館
）は
、興
味
深
さ
も
あ
っ
て

楽
し
め
た
。

　

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
た
め
に

作
ら
れ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
は

少
な
く
、こ
の
楽
器
用
に
作

ら
れ
た
の
は
ウ
ォ
ー
レ
イ
と

い
う
聴
い
た
こ
と
の
な
い
ア

メ
リ
カ
の
作
曲
家
の
「
ソ
ナ

タ
」だ
け
。

　

前
半
は
一
般
的
な
テ
ナ
ー
、

後
半
は
一
回
り
大
き
な
バ
リ

ト
ン
を
使
っ
て
演
奏
。音
域

勝
ち
抜
い
た
83
人
が
参
加
し

た
。

て
、
人
前
で
演
奏
を
楽
し
む

余
裕
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に

い
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
れ
る

と
思
う
。

　

審
査
の
結
果
、総
合
１
位
・

知
事
賞
に
細
江
裕
樹
（
春
日

井
市
）、同
２
位
・
名
古
屋
市

長
賞
に
粂
里
桜
（
滋
賀
県
守

山
市
）、同
３
位
に
は
安
田
実

央
（
刈
谷
市
）と
山
本
紗
友

理
（
安
城
市
）が
選
ば
れ
た
。

　

各
部
門
の
上
位
入
賞
者
は

次
の
通
り
。

　

▽
小
学
２
年
以
下
①
赤
尾

蓮
②
鈴
木
雄
伽
③
堀
之
内
友

惟
、近
藤
采
理
、近
藤
万
愛

　

▽
小
学
３
・
４
年
①
前
田

環
②
永
田
も
も
③
樅
山
叶
多

　

▽
小
学
５
・
６
年
①
粂
里

桜
②
牛
丸
万
祐
子
③
福
地

李
々
花

　

▽
中
学
①
藤
吉
歌
音
②
前

田
ひ
な
た
③
奥
田
明
里

　

▽
高
校
①
②
該
当
者
な
し

③
奥
村
蒼

　

▽
大
学
・
大
学
院
①
細
江

裕
樹
②
安
田
実
央
、山
本
紗

友
理
③
奥
田
み
の
り

　

▽
一
般
①
高
岸
由
佳
②
曽

根
美
咲
③
野
原
眞
由
美

（
文
中
敬
称
略
）

日
・
カ
ワ
イ
名
古
屋
ブ
ー
レ
）

だ
っ
た
。

　

堀
は
菊
里
高
か
ら
シ
カ

ゴ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
、
パ
リ

　

第
２
回
な
ご
や
青
少
年
ピ

ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の
本
選
会

（
12
月
12
、13
日
・
市
緑
文
化

小
劇
場
）が
行
わ
れ
、予
選
を

三
日
月　

孝

リ
サ
イ
タ
ル
継
続
す
る
姿
勢
に
敬
意

ナゴヤ劇場ジャーナル®


